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  今年の図書委員会のキャッチフレーズは「つなが
り」。毎月15日を「読書の日」とし、その月のテーマ
に沿った本を朝読書の時間に全校放送しています。
　その月のテーマや本は図書委員が選び、放送は
委員長・副委員長が行っています。同年代がすすめ
る本ということもあって、生徒たちは興味津々で聴
いています。また放送を聴くだけでなく、自分のおす
すめの本を記入したり、置いてほしい本のリクエス
トを書いたりすることもできます。
　昼の図書室開放時間にはたくさんの生徒が集ま
り、本を読んだり、
お目当ての本を探
したりしています。
　 こ れ からもい
ろんなアプローチ
で生徒たちの読書
の世界を広げてい
きたいと思います。

　年齢ごとに応じた月刊絵本を楽しんでいます。
　毎月、クラスで保育者や友だちと充分に絵本を
楽しんだ後、家庭に持ち帰り保護者の皆さまとも
絵本の世界を共有します。
　0歳児では「たたんぱ　たたんぱ」という絵本
がお気に入りです。心地よい言葉のリズムとペー
ジをめくるごとに繰り広げられるストーリーが楽
しい絵本です。園から持ち帰った絵本を家庭でも
何度も繰り返し楽しんでいるエピソードを保護者
の皆さまから聞かせていただきます。そこには絵
本を通した親子
のふれあいが見
えてきます。こう
した時間は、子
どもにとって何
よりも幸せな時
間となっている
ことを感じます。

守山中学校 もりの風子ども園

守中読書の日 絵本をとおした親子のふれあい

  子どもの読書活動　学校・園の取り組みを紹介します㉔

　
日
本
全
国
に
1
、2
0
0
施
設
以
上
あ
る
美
術
・
博
物
館
。そ
の
中

で
美
術
館
と
い
わ
れ
る
施
設
だ
け
で
も
4
0
0
施
設
以
上
あ
り
ま

す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
美
術
・
ア
ー
ト
作
品
だ
け
を
楽
し
む
の
で
は

な
く
、建
築
物
や
庭
園
な
ど
を
楽
し
め
る
施
設
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

佐
川
美
術
館
も
そ
の
一
つ
で
、「
水
に
浮
か
ぶ
美
術
館
」と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
建
築
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
佐
川
美
術
館
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
日
本
の「
和
」を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。
モ
ノ
ト
ー
ン
の
外
観
の
ど
こ
に
日
本
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
見
る
の
か
と
い
え
ば
、
例
え
ば
本
を
開
い
て
伏
せ
た
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
大
き
な
屋
根
。
こ
れ
は
日
本
の
伝
統
的
な
建
築
技
法
で
あ

る「
切き
り

妻づ
ま

造づ
く
り

」を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
水
庭
に
浮
か
ぶ
建
物
は
、
世
界
遺
産
・
厳い
つ
く

島し
ま

神
社（
広
島
県
）の
よ

う
な
趣
き
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
美
術
館
の
中
に
一
歩
入
っ
て
み
る
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ
か

ら
の
眺
め
は
、
四
角
い
ガ
ラ
ス
越
し
に
一
枚
の
絵
画
が
広
が
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、
茶
室
・
広
間
か
ら
の
眺
め
は
、

琵
琶
湖
で
見
ら
れ
る
植
物
、
ヨ
シ
と
ヒ
メ
ガ
マ
の
向
こ
う
側
に
比
叡

山
系
を
遠
望
す
る
借
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
日
光
の
差
し
込
み
に
よ
る
幻
想
的
な
光
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
も
あ
り
、
自
然
と
の
調
和
が
美
術
館
の
建
築
美
を
一

層
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
佐
川
美
術
館
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
き
は
ぜ
ひ
、
建
物
の
た

た
ず
ま
い
も
ア
ー
ト
作
品
の
一
つ
と
し
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。な
お
、

茶
室
見
学
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
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